
房 総 の む ら  管 理 棟  

（ １ ）概 要  房 総 の む ら の 出 入 り 口 付 近 に

建 つ 「 房 総 の む ら 管 理 棟 」 は 、 明 治 1 3 年

（ 1 8 8 0）に 建 て ら れ 、明 治 4 4 年（ 1 9 1 1）

ま で 使 用 さ れ た 千 葉 県 の 議 会 棟 （ 2 代 目 ）

の 外 観 を 、写 真 や 銅 版 画 か ら 再 現 し た も の

で す 。  

 ベ ラ ン ダ や ポ ー チ 、 上 下 式 の ガ ラ ス 窓 、

下 見 板 張 り 、棟 飾 り 、ペ ン キ 塗 装 等 の 洋 風

要 素 と 共 に 、本 瓦 葺 き の 入 母 屋 屋 根 、軒 先

と 破 風
は ふ

の 塗
ぬ

り 籠
ご

め 等 の 和 風 要 素 が 混 在 し

た 擬
ぎ

洋 風 の 木 造 建 築 で す 。  

 

 

 

 

 

漆 喰 影 盛

り の 鬼 瓦  

明 治 期 流 行

の 飾 り 金 物  

入 母 屋 破 風 と

軒 先 は 漆 喰 の

塗 り 籠 め  

上 下 式 の ガ ラ ス 窓  

外 壁 は 縦 の 細 い 押
お し

縁
ぶ ち

を

張 る 日 本 下 見 で は な

く 、 水 平 板 材 だ け の 西

洋 下 見  

本 瓦 と 丸 瓦

を 交 互 に 葺

い た 本 瓦 葺  



（ ２ ） 県 議 会 棟 に つ い て  明 治 6 年

（ 1 8 7 3） に 千 葉 県 が で き る と 、 翌 年 、 千

葉 市 の 現 在 地 に 伝 統 的 な 日 本 建 築 の 県 庁

舎 と 議 会 棟 が 造 ら れ ま し た 。議 会 で は 道 路

や 学 校 整 備 な ど の 地 方 税 の 使 途
し と

や 、県 民 困

窮 に よ る 予 算 削 減 等 も 議 論 さ れ た た め 、傍

聴 希 望 者 が 多 か っ た こ と か ら 、議 員 や 傍 聴

人 の 増 加 に 対 応 し て 建 て ら れ た の が 2 代

目 議 会 棟 で す 。 明 治 1 4 年 （ 1 8 8 1） の 席

次 表 に よ る と 、長 い コ の 字 形 の 机 に 5 4 名

の 議 員 が 座 り 、県 令 等 と 向 か い 合 っ て い ま

す 。 そ の 両 側 が 傍 聴 席 で 定 員 1 2 0 名 で し

た 。  

 

 

 

裁 判 所

ば ん し

ょ  

羽 衣 橋

む  

議 会 棟  

県 庁 舎  

昭 和 6 1 年  国 書 刊 行 会 『 目 で 見 る 千 葉 県 の 明 治

時 代 』 よ り 一 部 転 載  


